



The installation of “Tracing Suujin”
― Conception and Making of a Site-Specific artwork with Topographical approach
1．研究の概要
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図①  井上明彦＋二瓶晃《Tracing Suujin》2015（展示し
た教室を廊下側より望む）




































































































































































　KYOMO は典型的な京町屋の造りをしており、 2 階の
フリースペースは天井の木組みも間近に見ることができる。
そこに鍛金して川を模して作られたアルミ板を木組みを逃
げるようにくねらせて配置した。【図⑫】アルミは旧高瀬
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左：図⑧　 教室内に取りつけられたスピーカー。右下にあ
るのは教室内の音声を収録するための無指向性
のマイク。教室内の音声はもう一つの会場であ
る KYOMOにライブ送信される。
右：図⑨　 隣の教室に設置した、音声を制御するための
PC。
図⑩　ガラス玉。教室内の風景が映りこんでいる。
図⑪　 KYOMOの中庭。高瀬川の旧いながれに沿って計画
されている。
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川の流れをイメージし、かつてその場所に川が流れていた
ことの標
しるし
である。また、インターネットで両会場をつなぐ
ことにより、崇仁小学校の教室の音を KYOMO 会場内の
スピーカーで再生した。線路を行き来する列車、校庭で野
球をする少年達、教室を訪れた人々の気配 ― 鑑賞者はア
ルミの“高瀬川”の下でこれらを聴くことにより、現実に
はつながっていない場所同士がつながっていることを認識
するのである。
5．土地を巡るワークショップ
　会期中には、展示作品と関連したワークショップも開催
された。内容は崇仁地域の柳原銀行記念資料館の山内政夫
さんの導きで、“失われた水のみちをたどる”フィールド
ワークである。【図⑬】単なる作品の展示にとどまらず、
地域の歴史・文化と直接的につながる企画が可能になるの
も、この制作手法の特徴である。当日のガイドをしていた
だいた山内さんからは「30年以上、部落解放運動や資料集
めに奔走してきたが、崇仁を川や道の変化という視点から
見て歩くのははじめてで、面白かった」との感想をいただ
いた。
　結果としては美術作品が外からの視点で地域の現状に対
する問題点や回答を導き出すということではなく、美術的
な思考を使って現実の社会を再認識する一つのきっかけと
して機能したのではないだろうか。
6．ま と め
　今回の制作においては、コラボレーション（共同制作）
という制作形態や展覧会の企画内容なども含め、個人での
制作とは異なり多くの示唆に富むものになった。特に個人
の内面の発露になりがちな美術作品の制作手法から一歩距
離をおき、歴史・文化や地理・地形などの外的な要因に
よって構想される作品は、客観的な視座をもつことが可能
になると思われる。（その意味では、制作プロセスや最終
的な表現方法を見る限り、純粋美術よりデザインや建築と
の類似点を想起させる。）現時点では完成度においてまだ
実験・研究の域を出ていないところもあるが、今後継続的
に同手法の制作を行うことにより、新たな美術作品の在り
方を模索していきたい。
地理・地形的背景から構想された現代美術作品
図⑬　 フィールドワークの様子。高瀬川沿いを調査してい
るところ。
図⑫　天井に配置されたアルミの“高瀬川”
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